






 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（システム事業）

システム事業の売上高は、238億５千７百万円となり、製造業や文教・官公庁向けのサーバー関連事業や、高付加

価値のストレージ関連事業が堅調に推移したことから、前年同期比39億２千６百万円（前年同期比 19.7％増）の増

収、営業利益は28億６千５百万円となり、前年同期比４億８千８百万円（前年同期比 20.5％増）の増益となりまし

た。

 
（サービス・サポート事業）

サービス・サポート事業の売上高は、90億１千９百万円となり、レガシー機器関連の保守契約売上が減少したこ





























(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
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